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基本目標③ 

１ スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 

２ スポーツ・レクリエーション活動の推進 
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健康増進だけでなく、体を動かすことによって、爽快感や達成感を得られたり、家族や

仲間同士の触れ合いを深められたりするなど、スポーツ・レクリエーションは、現代社会

において、大きな意義を有しています。 

そうした中、子供から高齢者まで、より多くの市民の生活の中にスポーツ・レクリエー

ション活動を定着させるために、それぞれのニーズに即した情報の提供や利便性の向上が

求められています。 

また、どこでもだれもが気軽にスポーツ・レクリエーション活動に親しみ、楽しめる環

境づくりのために、関連団体への支援や指導者の養成を推進する必要があります。 

 

 

 

 

◆市民のニーズに即したスポーツ・レクリエーション活動の情報提供に努めます。 

◆スポーツ・レクリエーション団体との連携強化や活動支援、スポーツ推進委員などの

指導者の養成・確保に努め、市民の年齢やライフスタイルに応じた活動機会の充実を

図ります。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(1) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 取組を進める運用体制の充実  
  

 ①「蕨市生涯学習推進計画」に基づいた、スポーツ・レクリエーションに関する取 

り組みを進めます。 

 ②公共スポーツ施設予約システムの適正な運用により施設予約の利便性を確保し、 

地域のニーズに即したスポーツ情報の提供に取り組みます。 

 ③幅広い年代で楽しむことができるニュースポーツの用具貸し出しを行います。 

 

２ スポーツ・レクリエーション団体の支援と地域の人材活用  
  

 ①蕨市スポーツ協会や蕨市レクリエーション協会、蕨市スポーツ少年団などへの支 

援を通じて、自主活動の促進を図ります。 

 ②スポーツ推進委員の育成とその活動を支援するとともに、各種団体の指導者とな 

る人材の発掘・養成に努めます。 

 ③総合型地域スポーツクラブの設立に対して支援を行います。 

 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・スポーツ推進委員 
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健康づくりや生きがいづくりへの関心の高まりにより、これまで以上にスポーツ・レク

リエーション活動へ注目が集まっています。 

それに伴い、ニーズが多様化する中、蕨市では、市民体育館や錦町スポーツ広場、小・

中学校の校庭や体育館などの施設開放で市民がさまざまなスポーツを楽しんでおり、各ス

ポーツ施設の機能向上や運営の充実が求められています。 

 また、どこでもだれもが好きなスポーツ・レクリエーションに親しめる機会に恵まれ、

楽しみながら健康増進・体力向上を目指すことができる豊かな生活の実現のために、各種

スポーツイベントやスポーツ教室の充実を図る必要があります。 

 

 

 
 

 

◆スポーツ・レクリエーション活動の拠点となる施設の整備や学校体育施設開放事業の

充実に努め、より多くの方がスポーツ・レクリエーションを楽しめる環境づくりに努

めます。 

◆さまざまな教室や大会の開催を通して、子供から高齢者まで、広く市民がスポーツ・

レクリエーションに親しむ機会を提供するとともに、健康づくりの場を提供します。 

◆「蕨市生涯学習推進計画」や「わらび健康アップ計画」等も踏まえて取り組みを進め

ます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(2) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ スポーツ・レクリエーション環境の充実  
  

 ①市民体育館や錦町スポーツ広場など、スポーツ・レクリエーション活動の拠点と 

なる施設を適正に維持管理し、機能の維持と安全性の確保を図ります。  

 ②指定管理者制度を活用し、公共スポーツ施設の管理・運営の充実に努めます。 

 ③老朽化が進む中央プールについては、整備・活用方針とともに、学校授業をはじ 

め、幅広い活用も視野に検討します。また、塚越プールについては、施設の利用 

やあり方を検討します。 

 ④地域・学校との連携により学校体育施設開放事業の充実に努めます。 

 

２ 多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実  
  

 ①市民体育館などを拠点として、市民ニーズに応じたさまざまなスポーツ・レクリ 

エーション講座を開催します。 

 ②市民ロードレース大会や、少年スポーツ教室の開催、民間温水プールの借上げな 

どを実施し、スポーツ・レクリエーションに親しめる機会を提供します。 

 ③子供から高齢者、障害者まで、だれもが楽しめるスポーツの普及に向けた取り組 

みを推進します。 

 ④スポーツを通じた、市民の健康づくりの取り組みを進めます。 
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